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１
介
護
に
関
す
る
不
安
・
困
り
ご

と
、
介
護
の
方
法
な
ど
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
や
ご
家
族
の
悩
み
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
介
護
に
限
ら
ず
健
康
や

福
祉
、
医
療
や
生
活
に
関
す
る
こ
と

な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、

高
齢
者
や
ご
家
族
を
支
援
す
る
た
め
の
介
護
拠
点
と
し
て
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
セ
ン
タ
ー
は
、
市
が
設
置
し
、
社
会

福
祉
法
人
な
ど
に
運
営
を
委
託
し
て
い
る
公
正
・
中
立
な
機
関
で
す
。
高
齢
者

や
介
護
す
る
家
族
の
か
た
が
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
正
中
立
な
機
関
で
す

長
寿
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係
　
1
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―
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１
１(

内
線
４
０
６)

で
き
る
だ
け
自
立
し
た
生
活
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
か
た
は
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

今
は
介
護
の
必
要
の
無
い
か
た
で

も
、
予
防
の
必
要
性
が
あ
る
か
た
に

は
、
介
護
予
防
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

問

総
合
相
談
窓
口
で
す

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

介
護
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

４ ３
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
権
利
を
守
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
の

紹
介
や
、
虐
待
の
早
期
発
見
と
防

止
、
消
費
者
被
害
な
ど
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
よ

り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
作
る
た
め
、

保
健
、
医
療
、
福
祉
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
、
皆
さ
ん
を
継
続
的
に
支
援
し

て
い
ま
す
。

権
利
を
守
り
、

被
害
を
防
止
し
ま
す

地
域
ぐ
る
み
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
え
ま
す

いつまでも元気に暮らすために

ケアマネージャー、保健師、社会福祉士などの 
専門スタッフが、皆さんを支えます 

介護・支援が 
必要の無いかた 

介護・支援が必要なかた 

要支援１・２ 要介護１～５ 

地域包括支援センターで介護予防ケアプランを作成 

施設に通って、運動機
能を向上させる訓練や、
お口のお手入れ、栄養
改善などを行います。
通うのが困難な場合は、
訪問して行います。 

必要に応じた介護予防
メニューをご案内しま
す。 

介護保険の給付対象となる介護サービスが受けられ
ます。要介護度、要支援度により利用料が違います。 

お宅を訪問して行う訪
問サービス、施設に通
って行う通所サービス
のほか、短期間施設に
入る短期入所サービス
などがあります。入浴
介護、リハビリテーシ
ョン、療養管理指導、
予防福祉用具の貸与、
グループホームの利用
などがあります。 

介護サービス事業者を
選択し、要介護度に合
わせた介護保険のサー
ビスを受けます。 

居宅介護支援事業所の
ケアマネージャーが、介
護プランを作成します 

ご相談を受けると 


